
〈研
究
ノ
ー
ト
）

は

じ

め

に

一
九
二
三

（大
正
十
二
）
年
九
月

一
日
に
発
生
し
た
関
東
大
晨
災
に
よ
る
被

災
者

へ
の
対
応
の
た
め
、
翌
二
日
、
早
速
政
府
に
よ
っ
て
設
置
さ
れ
た
の
が

「臨
時
震
災
救
護
事
務
局
」
で
あ
つ
た
。
同
事
務
局
の
組
織

・
活
動
等
に
つ
い

て
は
、　
一
九
二
六

（大
二
十
五
）
年
に
内
務
省
社
会
局
に
よ
っ
て
ま
と
め
ら
れ

た

「大
正
震
災
志
〓
↓
に
記
録
さ
れ
て
い
る
。

次
第
に
各
地
の
被
災
状
況
が
現
地
責
任
者
か
ら
報
告
さ
れ
、
ま
た
事
務
局
員

の
視
察
に
よ
っ
て
も
、
事
態
の
容
易
な
ら
ぎ
る
事
が
判
明
し
て
く
る
。
特
に
神

奈
川
県
下

一
帯
の
惨
状
が
著
し
く
、
こ
の
た
め
四
日
、
横
浜
に
神
奈
川
県
支
部

が
餃
量
さ
れ
る
こ
と
と
な

っ
た
。
そ
の
活
動
に
対
す
る
評
価
と
し
て
は
、
『大

正
晨
災
志
』
で

「救
饉
事
務
の
統

一
と
実
効
と
を
期
し
、
中
て
渉
外
事
務
の
敏

活
と
円
口
を
□
る
が
為
め
、
本
省
よ
り
派
遣
の
事
務
官
は
、
本
県
の
部
課
長

・

市
役
所
高
級
職
員
と
共
に
、　
一
団
と
な
り
て
事
務
の
分
担
を
定
め
、
部
署
を
整

へ
、
真
に
衣
帯
を
解
く
の
暇
も
な
く
、
不
眠
不
体
の
間
に
相
我
力
し
て
、
以
て

救
饉
事
務
に
軟
拿
す
る
こ
と
と
な
っ
た
」
と
あ
り
、
さ
ら
に
神
奈
川
県
警
察
部

が
編
暮
し
た

「大
正
大
震
火
災
誌
』
（２
）で

「何
れ
も
日
常
の
休
養
不
良
に
し

て
休
息
す
る
に
家
屋
な
く
、
具
に
蚊
蠅
の
苦
を
書
め
、
衣
帯
を
解
か
さ
る
こ
と

数
十
日
不
眠
不
体
の
間
に
在
り
て
、
然
も
必
死
的
の
態
度
を
以
て
終
始

一
貫
し
、

真
摯
な
る
活
動
を
持
織
せ
ら
れ
た
る
国
家
奉
仕
の
努
力
は
実
に
体
大
な
る
も
の

あ
り
き
」
と
、
中
央
か
ら
派
遣
さ
れ
て
神
奈
川
県
の
た
め
に
尽
力
し
て
く
れ
た

事
務
官
ら
へ
の
賛
辞
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
神
奈
川
県
●
事
の

『神
奈
川
県
震
災
誌
』
（３
）は
前
配

『大
正
曇
災
志
し
か
ら
神
奈
川
県
関
係
の
部

分
を
抜
枠
し
た
よ
う
な
も
の
で
、
同
事
務
局
に
関
し
て
特
摯
す
べ
き
事
は
記
載

さ
れ
て
い
な
い
。 臨

時

震

災

救

護

事

務

局

神

奈

川

県

支

部

に

つ

い
て

の

一
考

察伊

東

富

昭

京
浜
歴
史
科
学
研
究
会

「県
史
を
学
ぶ
会
」
大
正

・
昭
和
編
で
読
ん
で
い
る

『神
奈
川
県
史
」
資
料
目
Ｈ
（４
）で
は
、
「臨
時
晨
災
救
議
事
務
局
神
奈
川
県
支

部
」
に
関
連
し
て
三
点
の
史
科
が
採
用
さ
れ
て
い
る

５^
）。
し
か
し
残
念
な
が

ら

「県
史
』
通
史
編

・
各
静
編
な
ど
で
は
、
本
件
に
関
す
る
論
究
は
見
ら
れ
な

い
よ
う
で
あ
る
。

本
稿
に
お
い
て
は

「臨
時
震
災
救
護
事
務
局
神
奈
川
県
支
部
」
が
関
東
大
震

災
で
被
害
を
受
け
た
直
後
に
お
け
る
横
浜
お
よ
び
神
奈
川
県
内
で
の
被
災
救

助
、
そ
の
後
の
■
災
復
興
に
と
っ
て
、
ど
の
よ
う
な
意
義
を
有
し
た
か
、
あ
る

い
は
記
録
類
に
も
さ
ほ
ど
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
通
り
、
そ
れ
ほ
ど
の
意
義
も
な

か
っ
た
の
か
、
と
い
っ
た
点
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
手
掛
か
り
を
求
め
て
み
た

い
と
考
え
る
。

一　

臨
時
晨
災
救
議
事
務
局
お
よ
び
神
奈
川
県
支
部
の
設
置

九
月
二
日
、
勅
令
第
三
九
七
号
で

「臨
時
震
災
救
護
事
務
局
官
制
」
が
公
布

さ
れ
た

６^
）。
こ
れ
を
裁
可
し
、
公
布
し
た
の
は
、
「勅
令
」
で
あ
る
か
ら
本

来
は
大
正
天
皇
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
実
際
は
摂
政
と
し
て
の
皇
太
子
裕
仁

親
王
で
あ

っ
た
。
ま
た
勅
令
に
は
輸
弼
責
任
者
と
し
て
、
内
閣
総
理
大
臣
伯
爵

内
田
豪
哉

・
内
務
大
臣
水
野
鰊
太
郎
の
連
暑
が
見
ら
れ
る
が
、
当
時
の
内
閣
は

総
理
加
藤
友
三
郎
が
八
月
二
十
四
日
に
病
死
し
て
い
る
の
で
、
後
難
内
閣
が
決

定
す
る
ま
で
の
暫
定
内
閣
と
し
て
、
外
務
大
臣
の
内
田
が
臨
時
董
任
の
状
況
に

あ
っ
た
。
よ
う
す
る
に
強
力
を
指
導
力
が
期
待
さ
れ
る
災
害
勃
発
時
に
、
即
座

に
対
応
で
き
る
有
能
な
司
令
塔
が
い
な
か
っ
た
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

官
制
に
よ
る
と
事
務
局
は
内
閣
総
理
大
臣
が
管
理
し
、
震
災
被
害
救
護
に
関

す
る
事
務
に
当
た
る
こ
と
に
な
る
。
職
員
に
は
総
裁

・
副
総
裁

・
参
与

・
委
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員

・
事
務
官

・
書
記
が
置
か
れ
る
。
■
我
に
は
総
理
、
副
輸
象
に
は
内
務
大
臣

が
な
り
、
●
与
に
は
内
務

・
大
蔵

・
腱
軍

・
海
軍

・
通
信

・
晨
商
務

・
鉄
遺
各

省
の
次
官
、
社
会
局
長
官
、
警
視
縁
監
、
東
京
府
知
事
、
東
京
市
長
が
当
て
ら

れ
た
。
委
■

・
事
務
官
■
各
庁
高
年
官

。
東
京
市
助
役
の
中
か
ら
、
ま
た
書
記

は
各
庁
判
任
官
の
中
か
ら
任
命
さ
れ
た
。

官
蜘
が
公
布
さ
れ
た
二
日
に
第
二
次
山
本
権
兵
術
内
閣
が
発
足
す
る
の
で
、

総
裁
に
は
総
理
山
本
権
兵
術
、
副
総
裁
に
は
内
務
大
臣
後
藤
新
平
が
就
任
し
た

こ
と
に
な
る
。

前
述
の
如
く
各
地
の
技
害
状
況
が
明
ら
か
と
な
り
、
四
日
、
横
浜
に

「臨
時

震
災
救
饉
事
務
局
神
奈
川
県
支
部
」
が
置
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
官
制
第
七

条
で

「総
裁
は
必
要
に
応
じ
地
方
に
臨
時
震
災
救
饉
事
務
局
支
部
を
置
く
こ
と

を
得
。
支
部
の
組
織
は
総
裁
之
を
定
む
」
と
さ
れ
て
お
り
、
九
月
四
日
の
内
閣

告
示
号
外
と
し
て
、
内
閣
総
理
大
臣
伯
爵
山
本
構
兵
衛
名
で
こ
れ
が
指
示
さ
れ

て
い
る

こ^
。

「県
史
』
資
料
■
Ｈ
の
史
料
番
号
二
人
〇

「臨
時
震
災
救
醸
事
務
局
神
奈
川

県
支
部
餞
量
の
件
通
知
」
は
、
筆
倉
郡
役
所

「曇
災
庶
務
書
類
」
か
ら
の
史
科

で
、
九
月
二
日
の
前
令
第
二
九
七
号
官
劇
第
七
桑
に
基
づ
い
て

「臨
時
晨
災
救

饉
事
務
局
神
奈
川
県
支
部
」
が
桜
ホ
町
に
置
か
れ
た
神
奈
川
県
庁
内
に
設
置
さ

れ
た
の
で
、
今
後
、
救
慶
に
関
す
る
事
項
は
そ
の
情
報
部
宛
に
通
報
す
る
よ
う

に
、
と
の
九
月
五
日
付
で
同
支
部
か
ら
発
せ
ら
れ
た
通
報
で
あ
る
。
同
史
料
番

号
二
五

一
（８
）の
九
月
三
日
午
後
七
時
付
、
県
知
事
安
河
内
麻
吉
か
ら
の
内
務

大
臣
後
塵
新
平
へ
の
震
災
報
告
第

一
報
の
中
で

「官
公
署
ノ
如
キ
殆
卜

一
ト
シ

テ
存
立
ス
ル
モ
ノ
ナ
シ
」
と
あ
る
の
で
、
県
庁
舎
も
量
災
に
よ
っ
て
倒
壇
し
た

こ
と
が
分
か
る
〈９
ヽ

東
京
か
ら
は
翌
五
日
、
三
矢
内
務
監
察
官
が
陸
路
先
着
し
、
各
部
の
事
務
官

は
書
記
と
共
に
軍
艦
に
て
横
浜
港
に
来
着
し
、
す
ぐ
に
県
庁
仮
事
務
所
に
入
り

救
饉
事
務
を
開
始
し
た
と
い
う
。
本
局
派
遣
員
に
つ
い
て
は
、
前
掲

『大
正
大

腱
火
災
誌
」
に
神
奈
川
県
お
よ
び
横
浜
市
の
事
務
担
当
者
と
共
に

「■
時
震
災

救
饉
事
務
局
神
奈
川
県
支
部
事
務
分
担
表
」
（Ю
）に
記
載
さ
れ
て
お
り
、
「派
遣

員
は
其
の
後
交
替
去
来
あ
り
て
多
少
変
更
し
た
る
も
あ
り
」
と
は
あ
る
も
の
の

大
几
の
メ
ン
パ
ー
と
事
務
分
担
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

横
浜
に
支
部
が
設
置
さ
れ
た
た
め
、
先
に
見
た
事
務
局
の
■
与
に
、
九
月
十

七
日
、
新
た
に
神
奈
川
県
知
事
人
安
河
内
麻
青
）
と
槙
浜
市
長

（渡
辺
●
三
郎
）

が
加
え
ら
れ
る
こ
と
と
な
つ
た
。

と
こ
ろ
で
神
奈
川
県
以
外
の
技
書
略
県
で
は
、
ど
の
よ
う
な
対
応
が
な
さ
れ

た
の
で
あ
ろ
う
か
。
「大
正
腱
災
志
』
上
者
の
記
載
か
ら
措
つ
て
お
こ
う
。

千
葉
県
で
は
、
県

・
郡
に
■
時
ａ
災
救
饉
事
務
委
員
が
量
か
れ
て
い
る
。
●

岡
県
で
は
最
も
技
書
が
激
し
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
政
東
郡
役
所
内
に
臨
時

救
餞
部
が
設
置
さ
れ
た
。
埼
玉

・
茨
城
両
県
で
は
、
共
に
県
庁
内
に
、
埼
玉
が

臨
時
震
災
救
済
部
を
、茨
城
が
救
崚
本
部
を
そ
れ
ぞ
れ
置
い
て
対
応
し
て
い
る
。

ど
の
県
も

一
応
県
レ
ベ
ル
の
対
応
で
済
ま
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
、
神
奈
川
県
の

よ
う
に
中
央
か
ら
人
員
を
派
遣
さ
れ
て
、
救
饉

土
晨
興
に
当
た
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
ほ
ど
、
被
書
は
大
き
く
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。

二
　
臨
時
震
災
救
護
事
務
局
神
奈
川
県
支
部
の
組
織

神
奈
川
県
支
部
の
組
織
は
本
部
に
な
ら
っ
て
、
総
務
部
以
下
の
十

一
部
が
設

置
さ
れ
た
と
い
う
。
つ
ま
り
、
総
務
部
、
食
糧
部
、
収
容
設
備
部
、
諸
材
料
部
、

交
通
部
、
飲
科
水
部
、
衛
生
医
療
部
、
警
備
部
、
情
報
部
、
義
捐
金
部
、
会
計

経
理
部
が
置
か
れ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る

口^
ヽ

し
か
し
、
そ
う
記
載
す
る

『大
正
震
災
志
」
で
あ

っ
て
も
、
上
巻
で
紹
介
さ

れ
て
い
る

「各
部
担
任
事
項
要
目
」
で
は
、
総
務
部

・
食
糧
部

・
警
備
部

・
運

輸
交
通
通
信
連
絡
部

・
飲
科
水
部

・
収
容
設
備
部

・
衛
生
医
療
部

去
〓
計
経
理

部

・
情
報
部
の
九
部
構
成
と
な
っ
て
い
る
（１２
）。
こ
れ
は

『大
正
大
震
火
災
誌
」

に
載
せ
ら
れ
た
前
述

「臨
時
震
災
救
護
事
務
局
神
奈
川
県
支
部
事
務
分
担
表
」

の
構
成
と

一
致
し
て
い
る
。
分
担
表
が
実
際
に
各
部
に
所
属
し
た

「県
庁
側
事

務
官
」

・
「本
局
派
遣
員
」

。
「市
役
所
側

（事
務
官
）」
を
載
せ
て
、
信
憑

性
が
高
い
こ
と
を
考
え
る
と
、
神
奈
川
県
支
部
の
組
織
は
、
本
部
の
組
織
そ
の

ま
ま
を
移
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
諸
材
料
部
と
義
捐
全
部
は
設
け
ら
れ
て
お
ら

ず
、
交
通
部
も
運
輸
交
通
通
信
連
絡
部
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
ろ
う
。
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諸
材
料
部
の
事
務
は

「各
部
担
任
事
務
要
項
」
を
見
る
と
、
総
務
部
に

「微

発
に
関
す
る
事
項
」
が
あ
る
の
で
、
こ
こ
で
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
ち
な

み
に
本
部
総
務
部
の
事
務
内
容
と
し
て
は
、
「救
饉
事
務
の
中
枢
と
し
て
各
部

諄
の
連
絡
統

一
を
図
り
、
機
密
事
項
及
局
員
の
人
事
関
係
を
取
薇
ふ
の
外
、
文

書
の
発
送

・
■
纂

・
保
存
、
会
議
の
開
催
、
其
他
各
部
凛
に
属
せ
ざ
る
庶
務
」

を
掌
理
し
た
と
さ
れ
る
■
）。
徴
発
は
食
糧
品
か
ら
建
築
資
材
、
自
動
車

・
船

ｍ
Ｔ

ガ
ソ
リ
ン
な
ど
様
々
な
も
の
が
そ
の
対
象
と
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

ま
た
、
「臨
時
震
災
救
護
事
務
局
神
奈
川
県
支
部
事
務
処
理
要
項
」
（Ｊ
に
は
、

義
捐
金
の
扱
い
に
関
す
る
こ
と
は

一
切
見
ら
れ
な
い
。
そ
の
性
格
上
、
神
奈
川

県

一
県
だ
け
の
問
題
で
は
な
い
の
で
、
本
部
で

一
括
し
て
取
り
扱

っ
た
の
で
あ

ろ
う
。
た
だ
し
、
官
制
で
は
義
捐
全
部
と
な

っ
て
い
る
が
、
「大
正
晨
災
志
」

下
で
は

「第

一
篇
　
臨
時
震
災
救
饉
事
務
局
」
の
中
に

「第

一
一
章
　
義
捐
部

の
事
務
状
況
」
の
章
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、
名
称
は
義
捐
部
で
扱
わ
れ
て
お
り
、

し
か
も
こ
れ
が
九
月
七
日
に
新
設
さ
れ
た
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
官

制
制
定
に
よ
り
、
中
央
に
お
い
て
さ
え
、
諸
記
録
に
書
か
れ
て
い
る
よ
う
に
臨

時
震
災
救
饉
事
務
局
の
全
部
局
が
九
月
二
日
に
設
置
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
か
つ

た
の
で
あ
る
。

の
ち
晨
災
直
後
の
混
乱
か
ら
復
興
の
結
に
着
く
に
お
よ
び
、
九
月
二
十
四
日
、

食
粗
部
と
諸
材
料
部

（神
奈
川
県
支
部
で
は
総
務
部
が
分
摯
）
が
合
併
さ
れ
物

資
部
と
な
り
、
情
報
部
が
総
務
部
に
、
飲
料
本
部
が
衛
生
医
療
部
に
そ
れ
ぞ
れ

吸
収
さ
れ
、
局
員
の
整
理

・
本
務
復
帰
が
口
ら
れ
た
。
さ
ら
に
十
月
十
六
日
に

は
神
奈
川
県
支
部
が
廃
止
さ
れ
、
以
後
、
出
張
所
と
さ
れ
た
（１５
）。
本
部
で
も

十
月
下
旬
以
降
、
組
織
の
間
素
化
が
進
め
ら
れ
、
逆
に

一
九
二
四
年
三
月
三
十

一
日
に
事
務
局
は
魔
止
さ
れ
、
翌
四
月

一
日
よ
り
社
会
局
第
二
部
に
救
康
課
を

設
置
し
、
残
務
整
理
が
行
な
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た

１^６
）ｏ

三
　
臨
時
農
災
救
議
事
務
局
神
奈
川
県
支
部
の
活
動

震
災

に
よ
り
甚
大
な
被
害
を
被

っ
た
各
被
災
地
で
は
、
当
然
の
事
な
が
ら
、

政
府

・
中
央
が
被
害
調
査

・
救
護
活
動
に
出
る
ま
で
、
た
だ
呆
然
と
手
を
こ
ま

ね
い
て
持
っ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
ほ
と
ん
ど
の
官
公
庁
舎
が
倒
崚

。
消
失

し
た
横
浜
に
お
い
て
も
、　
一
日
に
は
二
に
横
浜
公
■
内
に
市
役
所
仮
事
務
所
を

餃
け
て
応
急
罹
災
事
務
が
開
始
さ
れ
て
い
た
。
そ
し
て
二
日
夜
に
は
、
日
壊
を

免
れ
た
桜
木
町
の

「
中
央
職
桑
紹
介
所
」
を
仮
庁
舎
と
し
て
、
里
三
日
付
で
局

課
庶
春
分
担
を
改
め
、
救
菫
事
務
を
開
始
し
て
い
た
の
で
あ
る
（Ｊ
ｏ
よ
つ
て

四
日
に
設
置
さ
れ
た
臨
時
晨
災
薇
餞
事
務
局
神
奈
川
県
支
部
は
楡
浜
市
の
こ
う

し
た
独
自
の
動
き
と
リ
ン
タ
し
て
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
に
な
る
。
同
様
の
こ
と

が
県
レ
ベ
ル
で
も
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
後
、
九
月
十

一
日
に
震
災
後
、
第

一
回
目
の
市
会
が
日
か
れ
た
の
で
あ
る

１^０
）ｏ

と
こ
ろ
で
臨
時
晨
災
救
護
事
務
局
神
奈
川
県
支
部
の
正
式
な
活
動
記
録
と
し

て
ま
と
め
ら
れ
た
も
の
と
し
て
は
、
前
掲

『田猥
澪
一
掲
載
の
史
料
番
号
二
人

一

「臨
時
震
災
救
饉
事
務
局
の
組
織
と
施
餞
」
中
の

「
三
　
救
籠
事
務
局
ノ
活
動

（
２
）
横
浜
支
部
ノ
状
況
」
が
あ
る

（１９
）。
「
大
正
震
災
志
』
下
の

「
第

一
籠

臨
時
震
災
救
饉
事
務
局
　
第
二
章
　
神
奈
川
支
部
」
の
記
述
は
こ
れ
を
ま
と
め

た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
同

「第
十
章
　
情
報
の
発
行
」
も
同
じ
く

『県
史
」
史

料
番
号
二
八
二

「九
　
情
報
ノ
発
行
」
に
よ
る
。

以
下
で
は
、
こ
れ
以
外
に
諸
記
録
額
に
散
見
さ
れ
る
活
動
状
況
を
拾
い
上
げ

て
み
た
い
。

ま
ず
警
察
の
関
わ
り
か
ら
見
て
お
こ
う
。
横
浜
市
内
の
七
警
察
暑
は
、
神
奈

川
暑
を
除
き
全
て
倒
壊
、
焼
失
し
、
圧
死

・
負
傷
し
た
警
察
所
員
も
い
た
が
（”
）、

九
月
三
調
、マ現
傷
を
免
れ
た
警
察
部
員
で
ひ
と
ま
ず
事
務
分
拳
が
定
め
ら
れ
た
。

し
か
し
五
日
よ
り
書
備
部
が
晨
災
救
康
事
務
局
神
奈
川
県
支
部
に
設
置
さ
れ
た

た
め
、
新
た
に
事
務
分
拿
を
定
め
る
必
要
が
生
し
、
七
日
に
庶
務
係

・
警
若

係

・
口
生
情
報
係

・
高
寺
係

・
給
与
係
が
量
か
れ
る
こ
と
と
な

つ
た
（２１
）。
ま

た
こ
の
間
、
六
日
に
は
県
下
を
五
区
に
分
割
し
、
警
部

上
置
椰
拍
ま
た
は
巡
奎

部
長
よ
り
な
る
自
転
車
障
を
編
成
し
、
郡
部
震
災
地
の
視
察
に
出
発
さ
せ
て
い

る
（″
）。
こ
れ
が
前
述

「各
都
担
任
事
項
要
目
」
中
の
書
備
部
に
属
す
る

「被

害
日
杢
二
関
ス
ル
事
項
」
に
基
づ
く
も
の
な
の
か
、
あ
る
い
は
緊
急
時
の

一
般

菫〓
黎
子
務
と
し
て
の
判
断
に
よ
る
も
の
な
の
か
は
定
か
で
は
な
い
。

次
に
横
浜
港
の
様
子

（ａ
）で
あ
る
が
、
震
災
当
日
は
海
陸
と
も
に
惨
状
を
極
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め
、
特
に
陸
上
で
は
陸
軍
兵
力
の
不
足

・
警
察
力
の
無
力
な
ど
か
ら

「無
秩
序

に
し
て
練
奪
強
車
等
頻
繁
に
行
わ
れ
、
百
鬼
夜
行
の
状
況
に
在
っ
た
」
が
、
海

軍
の
応
援
を
得
て
、
二
日
に

‐‐ま
秩

‐序
を
慣
復
し
た
と
い
う
。
Ｌ
崎

「山
城
」
任

長
が
避
肇
民
輸
送
事
務
所
を
山
下
綺
側
に
設
け
、
軍
儘

・
商
船
で
日
々
数
千
人

を
大
阪

・
神
戸

・
清
水
方
面
へ
発
選
し
た
。
ま
た
食
組
の
陸
編
げ
で
も

「山
城
」

「■
日
」
の
協
力
が
得
ら
れ
た
が
、
運
貨
船

・
人
夫
の
不
足
に
悩
ん
だ
と
い
う
。

神
奈
川
県
港
務
部
長
は
、
倒
潰
後
、
焼
失
し
た
港
務
部

（海
岸
通
り

Ｔ
Ｉ
一
所

維
一）
に
お
け
る
唯

一
の
生
存
者
で
、
自
身
、
頭
部
に
負
傷
し
な
が
ら
も
、
海
軍

磯
兵
二
名
の
助
力
を
得
て
、
商
船
コ
レ
ヤ
九
で
港
務
の
整
理
に
当
た
つ
た
。
九

日
、
第

一
艦
隊
司
令
長
官
か
ら
、
当
分
の
間
、
「伊
勢
」
（漢
郡
艦
長
）
を
第
三

職
離
に
臨
時
編
入
し
、
第
三
職
隊
司
令
長
官
の
農
艦
に
変
更
す
る
こ
と
が
発
表

さ
れ
、
正
式
に
第
三
職
障
が
横
浜
の
書
備
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
十
日
、

第
三
職
障
司
令
官
が

「球
磨
」
（高
構
饉
長
、
村
科
人
員
撮
陸
機
構
司
令
官
）

を
率
い
て
来
着
し
、
以
後
、
海
上
輸
送
撮
陸
作
業
に
従
事
す
る
こ
と
と
な
つ
た
。

同
作
業
が
臨
時
震
災
救
護
事
務
局
に
完
全
に
引
き
維
が
れ
た
の
は
、
九
月
二
十

七
日
の
こ
と
で
あ
つ
た
。
そ
の
翌
日
、
桟
嬌
司
令
部
も
徹
去
さ
れ
て
い
る
。

船
舶
積
載
の
欽
科
水
の
供
給
に
つ
い
て
（２
）は
、
交
渉
に
前
記
港
務
部
長
が

あ
た
り
、
輸
送
は
市
内
船
舶
綸
水
業
者
の
応
援
を
得
て
行
わ
れ
た
。
た
だ
し
大

岡
川
が
航
行
不
能
で
あ
っ
た
た
め
、
弁
天
横
際
に
配
水
所
が
設
置
さ
れ
た
。
臨

時
震
災
救
護
事
務
局
神
奈
川
県
支
部
に
飲
料
水
係
が
置
か
れ
（る
）て
か
ら
は
、

同
係
長
と
県
理
事
官

（上
田
理
事
官
（％
））
と
の
協
餞
に
よ
つ
て
給
水
方
針
が

立
て
ら
れ
た
と
い
う
。
こ
こ
で
い
う

「飲
科
水
係
」
と
は
事
務
局
官
制
に
見
ら

れ
る

「飲
科
水
部
」
の
こ
と
で
、
神
奈
川
県
支
部
で
の
設
置
は
、
従
来
、
述
べ

ら
れ
て
い
る
よ
う
に
全
部
局

一
斉
に
設
置
さ
れ
た
の
で
は
な
く
、
他
に
運
れ
て

九
日
で
あ
つ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

配
給
関
係

（”
）
で
は
、
四
日
、
仮
市
役
所
に
出
所
し
た
全
員
で
係
分
担
を

決
め
、
配
給
部

（配
給
係
？
）
も
設
置
さ
れ
た
。
ま
ず
千
若
町
横
浜
倉
庫
内
の

政
府
外
米

一
万
俊
が
五
日
か
ら
順
次
配
給
さ
れ
た
。
衣
料
の
配
給
も
衣
科
係
が

各
救
饉
団
体

・
青
年
会

・
術
生
組
合
と
協
力
し
て
行
っ
た
。　
一
般
の
配
給
が
打

ち
切
ら
れ
た
の
は
、
十

一
月
二
十
日
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
し
か
し
そ
の
後
、
十

二
月
中
旬
に
臨
時
震
災
救
護
事
務
局
よ
り
新
た
に
多
量
の
衣
科
配
当
が
あ
り
、

再
び
従
来
の
救
饉
団
体
に
そ
の
配
給
方
法
を
委
嘱
し
、
十
二
月
二
十
八
日
ま
で

に
配
綸
を
完
了
し
た
。
ま
た
別
に
十
月
下
旬
、
臨
時
■
災
敏
崚
亭
薔
局
よ
り
市

国
の
材
料

一
万
人
千
組
の
配
当
も
な
さ
れ
た
の
で
、
薇
災
者
に
賃
金
を
与
え
る

こ
と
も
考
え
て
、
横
浜
市
で
そ
の
象
彗
を
引
き
隋
け
、
臨
時
裁
薔
所
を
数
力
所

設
け
た
り
、
神
奈
川
高
牛
女
学
校

・
日
ノ
出
女
学
校
に
も
依
頼
し
て
い
る
。
エ

賃
は
二
週
同
期
限
で
、
上
下

一
組

一
円
、
約
千
五
百
人
が
選
ば
れ
た
と
い
う
。

さ
ら
に
横
浜
市
で
は
十
月

一
日
に
臨
時
配
綸
部

・
臨
時
建
集
部
が
設
置
さ
れ
、

臨
時
配
給
部
供
給
係
で
震
災
罹
災
者
に
対
す
る
救
醸
品
の
受
け
渡
し
お
よ
び
輸

送
の
事
務
が
行
わ
れ
た
。
各
救
饉
団
体
配
給
所
へ
の
救
位
品
配
綸
は
十

一
月
二

十
日
ま
で
で
打
ち
切
り
、
二
十

一
日
以
後
は
五
ヶ
所
の
市
設
配
給
所
へ
の
送
付

の
み
と
し
た
。
と
こ
ろ
が
そ
の
後
、
臨
時
震
災
救
饉
事
務
局
か
ら
慰
問
品
そ
の

他
多
数
の
救
饉
品
が
交
付
さ
れ
た
た
め
、
十
二
月
十
二
日
か
ら
、
従
来
の
各
団

体
代
表
者
に
そ
の
送
付
を
行
っ
た
と
い
う
。

そ
の
他
、
郡
部
に
対
し
て
は
、
鎌
倉
郡
で
臨
時
震
災
救
護
事
務
局
神
奈
川
支

部
よ
リ
バ
ラ
ッ
ク
四
百
戸
の
配
当
が
あ
っ
た
と
あ
る
（”
）。
前
掲

「大
正
震
災

志
』
下
の
収
容
設
備
部
の
記
録
（”
）に
よ
る
と
、
神
奈
川
県
へ
配
給
さ
れ
た
バ

ラ
ッ
ク
の
総
坪
数

「三
六
、　
一
三
七
年
二
人
」
の
内
、
横
浜
市
と
横
須
賀
市
を

除
き
、
郡
部
が

「二
、
二
三
三
坪
六
五
」
と
あ
る
。
多
少
の
相
違
は
あ
っ
て
も

一
戸
当
た
り
三
坪
で
、　
一
戸
毎
に
間
仕
切
り
を
設
け
、
床
を
張
り
、　
一
棟
は
二

十
戸
か
ら
四
十
戸
く
ら
い
で
あ
つ
た
と
い
う
。
単
純
に
計
算
し
て
も
、
郡
部
に

配
給
さ
れ
た
約
七
百
四
十
戸
、
二
十
～
四
十
棟
の
パ
ラ
ッ
ク
の
内
、
半
数
以
上

が
億
倉
郡
に
配
当
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
ま
た
三
浦
郡
で
は
九
月
二
十

一
日
に
、

事
務
局
救
饉
米
の
受
綸
責
格
者
の
厳
正
取
扱
い
に
つ
い
て
の
部
長
通
達
が
出
さ

れ
て
い
る
（∞
）の
で
、
そ
れ
ま
で
に
臨
時
震
災
教
凛
事
務
局
か
ら
何
ら
か
の
形

で
救
醸
米
の
配
給
が
あ
っ
た
こ
と
は
事
実
で
あ
ろ
う
。

神
奈
川
県
は
、
年
末
に
至
り
臨
時
腱
災
救
饉
事
務
局
か
ら
の
百
五
十
三
万
三

千
九
十
人
円
な
ど
を
合
め
た
、
合
計
二
百
十
六
万
三
十
七
円
の
社
会
事
秦
資
金

を
得
た
の
で
、
新
た
な
社
会
事
彙
を
計
画
し
た
。
さ
ら
に
大
竹
社
会
課
長

・
朦

社
会
事
業
協
会
長
が
尽
力
し
、
震
災
教
籠
事
務
局
よ
り
四
十
七
万
円
、
大
震
災
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書
後
会
よ
り
七
万
六
千
円
、
合
計
五
十
四
万
六
十
円
の
補
助
金
を
受
け
、
県
下

私
設
事
業
団
体
に
こ
の
復
興
金
を
分
配
し
て
い
る
（３‐
）ｏ

四
　
お
わ
り
に
代
え
て

以
上
、
見
て
き
た
よ
う
に
、
臨
時
震
災
救
護
事
務
局
神
奈
川
県
支
部
は
中
央

の
事
務
局
官
制
に
な
ら
っ
て
九
月
四
日
に
設
置
さ
れ
た
。
し
か
し
実
際
の
救
饉

事
務
開
始
は
、
東
京
か
ら
事
務
官
ら
が
到
着
し
た
五
日
以
降
と
な
る
。
ま
た
交

通
部
は
神
奈
川
県
支
部
で
は
運
輸
交
通
通
信
連
絡
部
と
し
て
置
か
れ
、
諸
材
料

部
の
事
務
は
総
務
部
が
行
っ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
さ
ら
に
飲
料
本
部
の

設
置
は
九
日
に
ず
れ
込
み
、
義
捐
金
部
は
設
置
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
中
央
の

義
捐
金
部
で
さ
え
、
七
日
に
義
捐
部
と
し
て
新
設
さ
れ
た
ら
し
い
。

活
動
内
容
に
つ
い
て
は

「大
正
曇
災
志
」
上
下
巻
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
が
、

具
体
的
に
時
間
を
追
っ
て
見
て
い
き
、
■
災
後
の
救
饉
活
動
に
ど
の
よ
う
に
影

響
し
た
か
を
位
置
付
け
る
の
は
、
な
か
な
か
に
難
し
い
よ
う
だ
。
そ
の
要
因
の

一
つ
に
事
務
局
自
体
の
人
的
構
成
と
他
の
関
連
機
関
と
の
連
携
を
考
え
る
必
要

が
あ
ろ
う
。
事
務
局
は
中
央
か
ら
派
遣
さ
れ
た
事
務
官
と
神
奈
川
県
お
よ
び
横

浜
市
の
職
員
か
ら
格
成
さ
れ
る
。
現
地
職
員
は
旧
来
の
再
■
成
さ
れ
た
県

・
市

独
自
の
組
織
の
構
成
員
も
兼
ね
て
い
る
は
ず
で
あ
り
、
そ
の
言
動
が
事
務
局
あ

る
い
は
県
市
、
い
ず
れ
の
権
限
を
も

っ
て
な
さ
れ
る
も
の
な
の
か
、
明
確
に
は

区
別
し
が
た
い
も
の
が
あ
ろ
う
。

残
さ
れ
た
史
料
と
し
て
は
、
『神
奈
川
県
史
」
■
纂
過
程
で
収
集
さ
れ
た
郡

役
所
文
書
や
県
庁
文
書
が
神
奈
川
県
立
公
文
書
館
に
保
存
さ
れ
、
原
文
書

・
マ

イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
を
口
菫
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
コ
ン
ピ

ユ
ー
タ
ー
検
索
で

「臨
時
震
災
救
籠
事
務
局
神
奈
川
県
支
都
」
の
項
を
引
い
て
み
る
と
、
橘
樹

・

薇
倉

・
津
久
井
郡
役
所
文
書
、
総
務
部
人
事
操

「大
正
十
二
年
　
地
方
長
官
会

議
書
類
」
、
企
画
部
統
計
口
査
課

「大
正
十
五
年
　
■
災
口
奎
関
係
」
が
得
ら

れ
る
。
こ
れ
ら
膨
大
な
資
料
群
を
藉
い
て
い
け
ば
、
『大
正
震
災
志
』
等
に
採

用
さ
れ
な
か
つ
た
新
た
な
情
報
を
得
ら
れ
る
か
も
知
れ
な
い
。

例
え
ば
、
橘
樹
郡
役
所
の

「大
正
十
三
～
十
五
年
　
庶
務
書
類
　
震
災
総
務

関
係
」
に
は
、
臨
時
震
災
救
崚
事
務
局
発
行
の

「晨
災
被
書
状
況
圭
救
饉
籠
餞

概
要
」
っ
）と
同

『■
災
被
書
並
救
菫
施
設
ノ
概
況
』
（“
）と
い
っ
た
二
■
の
小

冊
子
が
級
じ
込
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は

『大
正
震
災
志
』
の
土
台
と
な
つ
た

記
録
集
と
思
わ
れ
る
が
、
総
務
部
の
仕
事
の
ひ
と
つ
が
震
災
志
の
■
暮
に
も
あ

つ
た
（“
）こ
と
を
裏
付
け
る
傍
証
と
な
ろ
う
。
ま
た
同
緻
り
に
は
、
東
京
通
信

局
か
ら
寄
贈
さ
れ
た

「大
震
災
記
」
（，
も
見
ら
れ
る
。

ま
た
東
京
都
公
文
書
館
に
は
事
務
局
各
部
の
報
告
書
を
始
め
、
多
く
の
資
料

が
収
蔵
さ
れ
て
い
る
（“
）。
情
報
部
発
行
の

「震
災
彙
報
」
は
五
号
、
四
六
号
、

六
四
号
を
除
き
、
六
七
号
ま
で
残
っ
て
い
る
。　
一
六
号
に
及
ん
だ

「震
災
彙
報

神
奈
川
版
」
も
保
管
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

臨
時
震
災
救
議
事
務
局
神
奈
川
県
支
部
の
全
容
を
解
明
す
る
に
は
、
ま
だ
ま

だ
多
く
の
資
料
を
検
討
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
ま
た
さ
ら
に
政
臓
活
動
の
全

答
を
と
も
な
れ
ば
、
県
市
の
対
応
は
勿
綸
、
関
東
戒
厳
司
令
部
、
陸
軍
、
海
軍
、

日
本
赤
十
字
社
、
財
団
法
人
済
生
会
な
ど
の
諸
団
体
の
活
動
に
も
目
を
配
ら
ね

ば
な
ら
な
く
な
る
で
あ
ろ
う
。

（
一
九
九
八
年
九
月
二
十
四
日
稿
了
）

（１
）

上
下
二
巻
。　
一
九
二
六
年
二
月
二
十
八
日
発
行
。
奥
付
に
印
刷
者
、
岩

波
茂
雄
と
あ
る
。
以
下
、
同
事
務
局
の
活
動
に
つ
い
て
の
記
載
は
、
特
に

断
ら
な
い
限
り
、
本
書
の
記
述
に
依
拠
す
る
も
の
で
あ
る
。

（２
）

一
九
二
六
年
六
月
十
五
日
発
行
。
『神
奈
川
県
史
』
別
〓
２

「資
料
所

在
日
彙
」
（
一
九
人

一
年
三
月
二
十
五
日
発
行
）
の
解
腱

（金
原
左
門
執

摯
）
に
よ
る
と
、
本
書
を
中
心
と
な
っ
て
ま
と
め
た
の
は
、
当
時
県
警
察

部
高
等
課
長
で
あ
っ
た
西
坂
勝
人
警
部
で
あ
っ
た
。
彼
に
は

一
九
二
六
年

六
月
十
五
日
、
警
友
社
発
行
の
著
作

『神
奈
川
県
下
の
大
震
火
災
と
警
察
」

が
あ
る
。
ま
た
後
掲
の
安
河
内
県
知
事
か
ら
の
報
告
書
な
ど
を
ま
と
め
た

「震
災
状
況
報
告
」
も
残
し
た
と
い
う
。

（３
）

一
九
二
七

（昭
和
三
）
年
九
月
三
十
日
発
行
。

=→
‐

′
=:=
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（４
）

（５
）

（
６
）

（
７
）

（８
）

（９
）

（
１０

）

（Ｈ

）

（１２
）

（１３
）

（１４
）

一
九
七
四
年
三
月
三
十
日
発
行
。

こ
の
史
料
を
読
ん
だ

「県
史
を
学
ぶ
会
」

一
九
九
七
年
七
月
例
会
の
記

録
は
、
繊
稿

「臨
時
曖
災
救
饉
事
務
局
神
奈
川
県
支
部
と
朝
鮮
人
へ
の
対

応
」
と
し
て

『京
浜
歴
科
研
会
報
』
第

一
五
七
号

（
一
九
九
七
年

一
一
月

二
人
日
発
行
）
に
掲
載
。

前
掲

『大
正
大
震
火
災
誌
」
、
三
二
九
頁
。
内
■
印
刷
局
■

『大
正
年

間
　
法
令
全
書
」
大
正
十
二
年
１
３

（
一
九
九
四
年
三
月
二
十
日
発
行
）、

原
書
房
‥

同
■
大
正
大
震
火
災
誌
」
、
三
三

一
頁
。
同

「法
令
全
書
」
大
正
十
二

年
１
７
（
一
九
九
四
年
七
月
二
十
日
発
行
）。

「県
史
」
資
料
層
Ｈ
、
史
料
番
号
二
五

一
「神
奈
川
県
下
震
災
状
況
に

関
す
る
県
知
事
安
河
内
麻
吉
の
報
告

（
下
―
四
）」
中
の

（
こ
。

前
掲

『神
奈
川
県
震
災
誌
」

一
二
三
頁
に
よ
る
と
、
本
町

一
―
三
所
在

の
神
奈
川
県
庁
は
、
倒
潰
後
、
飛
び
火
の
為
め
に
焼
失
し
た
こ
と
が
分
か

る
。
当
時
の
写
真
は
同
書
や
注

２^
）
「神
奈
川
県
下
の
大
震
火
災
と
警
察
」

な
ど
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
「横
浜
市
震
災
誌
」
第
三
冊

（横
浜
市
役
所

市
史
■
纂
係
、　
一
九
二
六
年
十

一
月
十
五
日
発
行
）
に
よ
る
と
、
県
庁
は

堅
率
で
あ
っ
た
た
め
地
震
自
体
に
よ
る
彼
書
は
小
破
程
度
で
済
ん
だ
が
、

午
後
三
時
半
頃
火
災
が
発
生
し
、
五
時
半
頃
に
は
全
焼
し
た
と
さ
れ
る

（長
岡

〈
喜

一
〉
官
房
主
事

・
高
田

〈
景
）
土
木
課
長
の
談
話
）。

前
掲

「大
正
大
震
火
災
誌
」
三
二
四
ヽ
三
二
六
頁
。
県
の
各
部
長
は

「内
務
部
長
」
と
役
職
名
の
み
、
事
務
官
は

一安
藤
理
事
官
」
「高
田
技
師
」

な
ど
と
姓
も
記
さ
れ
て
い
る
。

前
掲

「大
正
震
災
志
」
下
、　
一
頁
、
九
頁
。
注

（４
）
史
料
番
号
二
人

一
「臨
時
震
災
救
饉
事
務
局
の
組
織
と
施
設
」
（二
人
三
と
共
に
神
奈
川

県
庁
蔵

「大
正
十
二
年
地
方
長
官
会
議
書
類
」
か
ら
の
史
料
で
臨
時
震
災

救
護
事
務
局
総
務
の
報
告
書
か
ら
の
抜
粋
と
い
う
）。

前
掲

『大
正
震
災
志
』
上
、
七
二
五
～
七
二
六
頁
。

前
掲

『大
正
震
災
志
』
下
、　
一
二
頁
。

前
掲

『大
正
震
災
志
』
上
、
七
二
六
～
七
二
九
頁
。

（１５
）

注

（７
）
『法
令
全
書
」。
「内
目
告
示
号
外
　
臨
時
震
災
救
菫
亭
務
局
神

奈
川
県
支
部
ハ
十
月
十
六
日
限
り
之
ワ
廃
止
ス
　
大
正
十
二
年
十
月
十
六

日
　
内
閣
総
理
大
臣
伯
爵
　
山
本
構
兵
術
」

尚
、
前
掲

『神
奈
川
県
腱

災
誌
』
に
は
、　
一
九
二
三
年
十
二
月
十
三
日
撮
影
の
臨
時
震
災
救
饉
事
春

局
横
浜
出
張
所
の
室
内
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

（１６
）

前
掲

『大
正
大
量
火
災
誌
」
〓
〓
〓

～
三
三
三
頁
。
摂
政
裕
仁
の
裁
可
、

内
閣
総
理
大
臣
子
爵
清
浦
奎
吾

・
内
務
大
臣
水
野
鰊
太
郎
の
連
署
に
な
る

勅
令
で
臨
時
震
災
救
饉
事
務
局
官
制
の
魔
止
と
内
務
部
内
■
時
職
員
設
置

制
第
七
条
の
改
正
に
よ
る

「震
災
被
書
救
饉
に
関
す
る
事
務
の
残
務
に
従

事
せ
し
め
る
為
」
の
社
会
局
へ
の
新
職
員
設
置
が
公
布
さ
れ
た
。
同
書
で

は
両
勅
令
と
も
第
五
六
号
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し

「大
正
年
間
　
法
令

全
書
」
大
正
十
三
年
１
２
（
一
九
四
四
年
十
二
月
二
十
日
発
行
）で
確
認
す

る
と
、
前
者
は
勅
令
第
五
五
号

〈三
月
二
十
八
日
付
）、
後
者
が
五
六
号

で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
尚
、
新
職
員
は

「書
配
官
　
専
任

一
人
、
事

務
官
　
専
任
二
人
、
属
　
専
任
人
人
」
で
あ
っ
た
。

（１７
）
　

『横
浜
市
会
史
』
第
３
巻
、
横
浜
市
会
事
務
局
、　
一
九
人
四
年
二
月
三

十

一
日
発
行
。
第
二
章

「
関
東
大
量
災
と
復
興
市
政
」
（斉
藤
秀
夫
執

摯
）。
し
か
し
仮
事
務
所
の
設
置
と
救
饉
事
務
の
開
始
に
つ
い
て
、
注

（９
）

の

『横
浜
市
曇
災
誌
」
で
は
、
当
時
、
横
浜
市
助
役
で
あ
っ
た
芝
辻
正
嗜

が
以
下
の
よ
う
な
こ
と
を
書
い
て
い
る
。

二
日
夜
、
県
庁
が
桜
木
町
に
焼
け
残
っ
た
海
外
渡
航
検
査
所
を
事

務
所
に
し
た
こ
と
と
、
同
時
に
隣
接
の
中
央
職
業
紹
介
所
が
焼
け
て

い
な
い
こ
と
を
聞
き
、
三
日
朝
、
そ
こ
に
市
役
所
事
務
所
を
移
し
た
。

午
後
十
時
頃
に
平
塚
で
遭
難
し
た
と
い
う
渡
辺
市
長
が
や
っ
て
来

た
。
新
し
い
局
課
組
織
が
で
き
な
い
の
で
、
芝
辻
が
徴
発
係

・
車
馬

係

・
綸
縛
繰
な
ど
小
さ
な
組
織
を
作
り
、
各
係
長
を
置
き
、
事
務
は

係
長
の
専
置
で
押
し
進
め
る
よ
う
に
し
た
。

（腸
）

中
央
職
彙
紹
介
所
パ
ル
コ
ニ
ー
で
日
か
れ
た
市
会
の
写
真
が
、
注

２^
）

『神
奈
川
県
下
の
大
震
火
災
と
警
察
」
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

（１９
）

出
典
は
神
奈
川
県
庁
蔵

「大
正
十
二
年
地
方
長
官
会
議
書
類
」
と
あ
る
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が
、
別
に

「
二
八

一
、
二
八
二
の
資
料
は
臨
時
震
災
救
讀
事
務
局
総
務
の

報
告
書
か
ら
の
抜
枠
で
あ
る
」
と
い
う
注
も
付
さ
れ
て
い
る
。
内
容
に
つ

い
て
は
、
注

（５
）
拙
稿

「臨
時
腱
災
救
饉
事
務
局
神
奈
川
県
支
部
と
朝

鮮
人
へ
の
対
応
」
参
照
。

（η
）

前
掲

『大
正
大
腱
火
災
鮨
」
三
二
五
頁
。

（２１
）

前
掲

『大
正
震
災
志
」
上
、
七
二
九
～
七
三
〇
頁
。

（２
）

同
右
、
七
三
〇
～
七
三
三
頁
。

（四
）

同
右
、
六
〇
四
頁
―
。

（Ｚ
）

同
右
、
六
二
四
頁
～
。

（る
）
横
浜
市
企
画
局
企
画
調
整
部
企
画
課

『関
東
大
震
災
か
ら
の
復
興
記
録
』

（
一
九
九
六
年
五
月
発
行
、
非
売
品
）
資
料
日
の
年
表

（六
人
頁
）
に
よ

る
と
、
弁
天
構
際
綸
水
所
が
設
置
さ
れ
た
の
は
九
月
八
日
、
翌
九
日
に
飲

科
水
係
が
置
か
れ
、
海
上
三
船
隊

・
陸
上
散
水
二
車
隊
を
組
織
し
、
直
ち

に
選
難
饉
所
に
綸
水
を
開
始
し
た
と
さ
れ
る
。

（％
）
　

『横
浜
市
震
災
誌
』
第
四
冊

（
一
九
二
七
年
七
月
二
十
五
日
発
行
）
二

一
七
頁
で
は
、
「同
係
長
上
田
理
事
官
と
協
議
の
上
」
と
な
っ
て
い
る
。

協
餞
の
当
事
者
は
誰
な
の
か
、
①
飲
料
水
係
長
と
上
田
理
事
官

（県
）
、

②
横
浜
市
と
飲
科
水
係
長
で
あ
っ
た
上
田
理
事
官
、
ま
た
臨
時
震
災
救
饉

事
務
局
神
奈
川
県
支
部
に
配
属
さ
れ
た
県
理
事
官
が
上
田
理
事
官
で
あ
る

が
、
「同
係
長
」
と
上
田
が
同

一
人
物
な
の
か
、
全
く
別
な
の
か
、
な
ど

若
干
不
明
確
な
と
こ
ろ
が
あ
る
。

（η
）

同
右
、　
一
人
三
頁
～
。

（”
）

前
掲

『大
正
震
災
志
』
上
、
人
五

一
頁
。

（”
）

前
掲

『大
正
震
災
志
』
下
、
三
六
頁
。

（∞
）
桜
庭
宏

「関
東
大
晨
災
に
関
す
る
覚
書
―
神
奈
川
県
下
の
書
後
処
理
―
」

（神
奈
川
県
史
編
集
委
員
会
編

『神
奈
川
県
史
研
究
」
四
四
、　
一
九
八

一

年
三
月
二
五
日
発
行
）。

（３１
）

前
掲

『神
奈
川
県
晨
災
誌
」
四
十
七
賣
。

（認
）

大
正
十
二
年
十

一
月
二
十
日
口
、
全

一
四
九
頁
。

（“
）

大
二
十
三
年
二
月
三
十

一
日
発
行
。
全
三
七
頁
。

（３
）

前
掲

『大
正
震
災
志
』
下
、　
一
三
百
。

（“
）

大
二
十
三
年
六
月
日
日
発
行
。
全

一
二
七
頁
。

（％
）
　

「関
東
大
震
災
と
情
報
　
東
京
都
公
文
書
館
所
凛
　
関
東
大
震
災
関
係

資
料
目
僚
』
東
京
都
政
策
報
道
室
椰
民
の
声
部
情
報
公
開
課
、　
一
九
九

七
年

一
月
発
行
。

『京
浜
歴
科
研
年
報
」
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー

『京
浜
Ｅ
科
研
年
報
」
第

一
一
号（

一
九
九
七
年

一
月
二
六
日
発
行
）

〈
特
集
　
近
代
日
本
の
町
村
事
務
〉

「吏
員
」
の
更
迭

・
任
免
に
つ
い
て

大
正
期
の

「選
挙
事
務
」

「術
生
」
に
つ
い
て

「助
業
」
に
つ
い
て

「兵
事
事
務
」
と
兵
事
法
令

「財
産
」
に
つ
い
て

「続
計
制
度
」
の
成
立
に
つ
い
て

「寺
社
」
に
つ
い
て

〈
論
文
〉

幕
末
政
治
と
福
沢
Ｄ
吉

植
山
　
諄

大
湖
賢

一

内
田
修
遭

松
田
隆
行

阪
本
宏
児

伊
東
富
昭

香
川
雄

一

青
山
永
久
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「京
浜
Ｅ
科
研
年
薇
』
第

一
二
号（

一
九
九
八
年

一
月
二
五
日
発
行
）

〈
特
集

。
幕
末
海
防
と
三
浦
半
島

―

「黒
船
以
前
の
海
防
」
研
究
―
〉

〈
疇
　
文
〉

幕
末
海
防
史
研
究
の
方
法
と
視
角
　
　
　
　
　
　
松
田
隆
行

相
州
海
防
と
村
方
の
動
向
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伊
東
富
昭

相
州
海
防
か
ら
み
た
川
越
藩
政
　
　
　
　
　
　
　
　
大
湖
賢

一

黒
船
来
位
と
相
州
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
奥
田
嗜
樹

〈
研
究
ノ
ー
ト
〉

台
場
か
ら
み
た
相
州
海
防
　
　
　
　
　
　
　
　
　
香
川
雄

一

海
防
に
使
用
さ
れ
た
船
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
青
山
永
久

海
防
年
表
考
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
内
田
修
遺

〈
責
丼
〉『神

奈
川
県
史
」
を
学
ぶ
会

・
幕
末
開
港
編
会
報
記
録

一
覧

京
浜
歴
史
科
学
研
究
会
は
、
次
の
よ
う
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

Ｏ
「
「
　
　
　
　
　
●
手
ぶ
０
」
―
年
月

一
回
、
原
則
と
し
て
第

一
土
曜

日
の
午
後
に
、
以
下
の
学
習
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

①

「幕
末
■
■
日
」
で
は
、
「神
奈
川
県
史
　
資
料
欄
Ю
近
世
７

海
防

・
口
国
」
を
読
ん
で
い
ま
す
。

②

「大
正

。
昭
和
■
」
で
は
、
「神
奈
川
県
史
　
資
料
■
Ｈ
近
代

・

現
代
１
政
治

・
行
政
１
」
を
読
ん
で
い
ま
す
。

Ｏ

『章
浜
■
科
研
舎
薇
』
―
毎
月

一
回
発
行
し
て
、
会
員
に
お
送
り
し
て

い
ま
す
。
研
究
会
の
配
録
や
書
評
な
ど
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

Ｏ

『京
晨
Ｅ
“
＝
ヨ
〓
ニ

ー
毎
年

一
回
発
行
し
て
、
会
員
に
お
送
り
し
て

い
ま
す
。
会
員
の
■
文
な
ど
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

０
コ
甲
里
ｔ

，
く
会
」
―
年
二
回
、
春
と
秋
の
日
曜
日
に
実
施
し
て
い
ま

す
。

０

コ
●
里
輌
究
会
」
―
年
二
回
、
春
と
夏
に
研
究
文
献
を
学
習
す
る
会
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

京
浜
歴
史
科
学
研
究
会
は
、
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

”
入
会
下
さ
い
。
御
問
い
合
わ
せ
は
、
左
記
事
務
局
ま
で
御
■
い
し
ま
す
。

入
会
を
御
希
望
の
方
は
、
事
務
局
へ
申
し
込
ま
れ
る
か
、
左
配
郵
便
振
警

を
御
利
用
下
さ
い
。
年
会
費
は
、
三
〇
〇
〇
円
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

『
　

　

　

　

　

一

一
　
　
　
　
　
　

」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‐
　
，
　
　
．

・
　
．
　

　

　

‐　
　
′

横
浜
市
港
南
区
芹
が
谷
軍
―
五
九
―

〓

一　
大
湖
賢

一
方

電
話
　
〇
四
五
―
人
三
軍
―
三
七
三
六

郵
便
振
替
口
座
　
○
〇
二
七
〇
―
八
―

一
五
五
三
五

京
浜
歴
史
科
学
研
究
会
入
会
案
内

一Ｔ
一
一〓
〓
二
人

）
（）
（）
エ
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